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一問一答の使い方

●「一問一答」とは？

「一問一答」は、用語の意味を正確に暗記して
いるかどうかを確認するための問題集なんだ。
「一問一答」を使って、用語を確実に覚えて、
SA対策準備を万全にしよう！

ベテラン穴埋め職人
「うめさん」

昇任試験対策室副室長
「カメっち先生」

ただし、SA 試験対策としては単純に用語を暗
記しただけでは実戦的ではありません！
10 月号付録「SA 集」等で問題練習をするこ
ともとても大事です。

●本書のつくり

・�昇任試験でよく問われる約 1,000 問を厳選収録した一問一答形式の
問題集です。
・�基礎・標準・発展の 3レベルに分かれており、それぞれのレベルに
応じて、集中的・効率的に学習ができるようになっています。

基礎
・穴埋め式
・�用語を暗記して
いるかの確認

発展
・�〇×式
・�試験で差がつく
問題

標準
・�〇×式
・�絶対に解けなけれ
ばならない問題



1総務・警務・管理
変容する日本社会に対応するための警察運営

001 AI やドローンといった先端技
術等の効果的な活用を推進し、
警察活動の一層の質的向上を
図る。

また、警察が保有するデータに
ついて外部の知見を活用しつつ
高度な分析を行う。

○

002 我が国の少子高齢化は今や不
可逆的・加速度的に進行してい
るが、こうした人口減少は、犯
罪減少につながるため、警察の
従来の業務に大きな変化をもた
らすものではない。

少子高齢化に伴う空き屋や独居
高齢者の増加は、犯罪に対する
社会の脆弱性を高め、新たな治
安上の課題を生じさせるおそれ
がある。

×

ワークライフバランスの推進

003 働き方改革は、全ての職員がそ
の持てる能力を最大限に発揮し
て、限られた時間で効率良く高
い成果を上げることにより、政
策や行政サービスの質を向上さ
せ、職員のワークライフバラン
スも実現させることを究極の目
的としている。

枝文の目的を達成するには、業
務管理・勤務時間管理の面から
の幹部職員等によるマネジメン
トの実施が必要不可欠である。

○

004 早出遅出勤務、フレックスタイ
ム制等各種勤務時間制度につい
ては、各所属において適切な公
務運営の確保に配慮しつつ、希
望する職員の全てに活用させな
ければならない。

「希望する職員の全てに活用さ
せなければならない」は誤り。
可能な限り活用させるよう努め
れば足りる。ただし、特に、育
や介護を行う職員からの希望に
ついては、できる限り希望どお
り対応するよう配慮する。 ×
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基礎 標準

2捜査情報の収集
捜査情報の意義・重要性

□ 捜査情報の収集は、捜査の出発点であり、 　❶　 を左右するものである。

□ 捜査情報は、その内容により 　❷　 情報と事件情報、その事件の種別
により強行犯情報、  　❸　 情報、  　❹　 情報及び暴力団情報、その
対象により 　❺　 、物、場所、  　❻　 等に関する情報等に分けるこ
とができる。

捜査情報の収集要領

□ 警察官は捜査情報収集のため、 　❼　 を把握しておかなければならない。

□ 警察官は、捜査に役立つ情報を入手するため、平素から 　❽　 を凝ら
し、情報収集 　❾　 の向上に努めなければならない。

秘密の保持
□ 入手した情報を不用意に漏らすようなことがあると、  　❿　 に迷惑が

及んだり、又は犯人に逃走されたり、証拠を 　⓫　 されて捜査が困難
になることが多いので、  　⓬　 には十分注意することが必要である。

□ 情報提供者側から情報が漏れることがないよう、  　⓭　 を行うことも
必要である。

3被害届、告訴、告発及び自首の取扱い
被害届の取扱要領

□ 被害者等の警察への問合せ、連絡等の円滑を図るため、  　⓮　 の受理
に当たり、被害者等が希望する場合は、届出の日時、連絡先等を記載し
た 　⓯　 を交付する。

□ 被害の届出を受けたときは、 　⓰　 を確認し記録する。また、 　⓱　 が
異なっているときは、両者の関係及び届出の経緯を明らかにしておく。

□ 被害届は、以後の捜査の 　⓲　 となるものであるから、  　⓳　 を確
実に把握し、漏らすことなく 　⓴　 に聴取する。
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基礎

❶　事件解決の成否　❷　基礎　❸　盗犯　❹　知能犯　❺　人　❻　時間　 
❼　管内の実態　❽　創意工夫　❾　技術　❿　情報提供者　⓫　隠滅　 
⓬　言動　⓭　協力要請　⓮　被害の届出　⓯　書面　⓰　時間　 
⓱　届出人と被害者　⓲　基礎的資料　⓳　被害の内容　⓴　正確

【基礎編】試験範囲の広い生活安全、刑事、交通を集中特訓！

各科目の基礎的な
知識を穴埋めに
しています。

穴埋めの解答です。

昇任試験頻出問題を
厳選して出題して
います。

【標準編・発展編】

標準編・発展編は全問アプリで解くこ
とができます！



1.会員登録を選択

1.シリアルナンバーを入力 2.問題を追加

ログイン画面下部の
会員登録を選択

会員情報登録後に
メールが届きます。
メールに記載の
URLへアクセスすると
会員登録が完了します。

2.必要事項を入力 3.メールを受信

画面上の　　アイコンをタップして
懸賞ハガキ記載のシリアルナンバー

（数字12桁）を入力してください。

シリアルナンバー
入力後、
問題の横にある　　 を
タップすると問題が
ダウンロードされます。

Step 1　アプリ「KORON PASSPORT」をダウンロードしましょう

Step 2　会員登録をしましょう

Step 3　問題を追加しましょう

問題をダウンロードしたら学習を開始しましょう！

一問一答 標準編・発展編　全問配信！
昇試対策アプリ　　　　　　　　　　　　　　
KORON PASSPORT の使い方
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か 共助規則 犯罪捜査共助規則

警職法 警察官職務執行法

刑事収容施
設法

刑事収容施設及び被収容者等
の処遇に関する法律

刑訴法 刑事訴訟法

携帯電話不
正利用防止
法

携帯音声通信事業者による契
約者等の本人確認及び携帯音
声通信役務の不正な利用の防
止に関する法律

警棒規範 警察官等警棒等使用及び取扱
い規範

拳銃規範 警察官等拳銃使用及び取扱い規範

公選法 公職選挙法

小型無人機
等飛行禁止
法

重要施設の周辺地域の上空に
おける小型無人機等の飛行の
禁止に関する法律

国公法 国家公務員法

さ 災対法 災害対策基本法

死因・身元
調査法

警察等が取り扱う死体の死因又
は身元の調査等に関する法律

自動車運転
死傷処罰法

自動車の運転により人を死傷さ
せる行為等の処罰に関する法律

児福法 児童福祉法

銃刀法 銃砲刀剣類所持等取締法

出資法 出資の受入れ、預り金及び金
利等の取締りに関する法律

情報公開法 行政機関の保有する情報の公
開に関する法律

法令略称一覧

●判例アドレス略称一覧
大判（決）　　　　　大審院判決（決定）
最判（決）　　　　　最高裁判所判決（決定）
最大判（決）　　　　最高裁判所大法廷判決（決定）
高判（決）　　　　　高等裁判所判決（決定）
地判（決）　　　　　地方裁判所判決（決定）
地○○支判（決）　　地方裁判所○○支部判決（決定）

明＝明治
大＝大正
昭＝昭和
平＝平成
令＝令和

さ ストーカー
規制法

ストーカー行為等の規制等に
関する法律

精神保健福
祉法

精神保健及び精神障害者福祉
に関する法律

た 地公法 地方公務員法

DV防止法 配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律

道交法 道路交通法

動物愛護管
理法

動物の愛護及び管理に関する
法律

特商法 特定商取引に関する法律

取調べ監督
規則

被疑者取調べ適正化のための
監督に関する規則

な 入管法 出入国管理及び難民認定法

は 廃掃法 廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

犯給法 犯罪被害者等給付金の支給等
による犯罪被害者等の支援に
関する法律

犯捜規 犯罪捜査規範

ピッキング
防止法

特殊開錠用具の所持の禁止等
に関する法律

風営法 風俗営業等の規制及び業務の
適正化等に関する法律

不正アクセ
ス禁止法

不正アクセス行為の禁止等に
関する法律

や 行方不明者
発見活動規
則

行方不明者発見活動に関する
規則
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基礎編
試験範囲の広い
生活安全、刑事、交通を
集中特訓！

標準編
発展編



1防犯活動
防犯活動の実施

□ 防犯活動については、街頭での警戒活動等の警察が主体となった取組と
地域住民等による 　❶　 、自治体による 　❷　 等の関係機関・団体
等が主体となった取組を有機的に 　❸　 推進していく必要がある。

□ 防犯診断とは、各種犯罪を 　❹　 目的から一般住宅、アパート・マン
ション及び特定の建造物等について、構造、設備、錠その他の状況を 
　❺　 の観点から点検することをいう。

□ 現場防犯とは、犯罪が 　❻　 した場合に、  　❼　 及びその周辺にお
いて行う防犯活動である。

□ 防犯連絡とは、犯罪の 　❽　 となるおそれのある一般住宅、アパー
ト・マンション、会社、金融機関、商店等に対して、巡回連絡、警らそ
の他の機会を通じて、  　❾　 、被害防止方策、被害時の措置その他 
　❺　 の留意事項等について連絡・指導する活動をいう。

□ 防犯広報とは、各種犯罪の 　❿　 等の実態を一般に広報し、  　⓫　 の
高揚を図るとともに、犯罪被害防止方策等について指導する活動をいう。

2人身安全関連事案
総論

□ 人身安全関連事案は、恋愛感情等のもつれに起因する暴力的事案、行方
不明事案、児童・高齢者・障害者に対する虐待事案等の 　⓬　 を早急
に確保する必要の認められる事案のことをいう。

恋愛感情等のもつれに起因する暴力的事案

□ ストーカー事案及び配偶者からの暴力事案等の恋愛感情等のもつれに起
因する暴力事案において、加害者に対する 　⓭　 等の行政措置では、
十分な抑止力を発揮できない場合があることから、被害者等に危害が加
えられる危険性・ 　⓮　 に応じて第一義的に 　⓯　 措置等による 
　⓰　 の防止を図らなければならない。
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❾　犯罪発生情報　❿　発生状況　⓫　防犯意識　⓬　人身の安全　⓭　警告�
�⓮　切迫性　⓯　検挙　⓰　加害行為



ストーカー規制法違反の取締り

□ ストーカー規制法では、  　❶　 となる行為として「つきまとい等」、
「位置情報無承諾取得等」及び「ストーカー行為」を定義している。

□ 位置情報無承諾取得等とは、特定の者に対する恋愛感情その他の 
　❷　 又はそれが満たされなかったことに対する 　❸　 を充足する目
的で、当該特定の者又はその配偶者、直系若しくは同居の親族その他当
該特定の者と社会生活において密接な関係を有する者に対し、ストーカ
ー規制法 2 条 3 項各号に規定する行為をすることをいう。

□ ストーカー行為とは、  　❹　 又は位置情報無承諾取得等を反復して行
う行為である。

配偶者からの暴力

□ 配偶者からの暴力とは、配偶者からの 　❺　 （身体に対する不法な攻
撃であって生命又は身体に危害を及ぼすものをいう。）又はこれに準ず
る 　❻　 に有害な影響を及ぼす言動をいう。

児童虐待

□ 児童虐待における保護者とは、  　❼　 を行う者、未成年後見人その他
の者で、子供を 　❽　 者をいう。

□ 児童虐待の類型は、  　❾　 、性的虐待、  　❿　 （ネグレクト）、心理的
虐待である。

子供対象・暴力的性犯罪出所者の再犯防止措置制度

□ 子供対象・暴力的性犯罪出所者の再犯防止措置制度において、警察で
は、同制度の対象者を訪問して 　⓫　 を行い、必要があれば同意を得
て 　⓬　 を行うなど、再犯防止に向けた措置を講じている。
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生活安全

❶　規制の対象　❷　好意の感情　❸　怨恨の感情　❹　つきまとい等　 
❺　身体に対する暴力　❻　心身　❼　親権　❽　現に監護する　 
❾　身体的虐待　❿　怠慢・拒否　⓫　所在確認　⓬　面談
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1総務・警務・管理
変容する日本社会に対応するための警察運営

001 AI やドローンといった先端技
術等の効果的な活用を推進し、
警察活動の一層の質的向上を
図る。

また、警察が保有するデータに
ついて外部の知見を活用しつつ
高度な分析を行う。

○

002 我が国の少子高齢化は今や不
可逆的・加速度的に進行してい
るが、こうした人口減少は、犯
罪減少につながるため、警察の
従来の業務に大きな変化をもた
らすものではない。

少子高齢化に伴う空き屋や独居
高齢者の増加は、犯罪に対する
社会の脆弱性を高め、新たな治
安上の課題を生じさせるおそれ
がある。

×

ワークライフバランスの推進

003 働き方改革は、全ての職員がそ
の持てる能力を最大限に発揮し
て、限られた時間で効率良く高
い成果を上げることにより、政
策や行政サービスの質を向上さ
せ、職員のワークライフバラン
スも実現させることを目的とし
ている。

枝文の目的を達成するには、業
務管理・勤務時間管理の面から
の幹部職員等によるマネジメン
トの実施が必要不可欠である。

○

004 早出遅出勤務、フレックスタイ
ム制等各種勤務時間制度につい
ては、各所属において適切な公
務運営の確保に配慮しつつ、希
望する職員の全てに活用させな
ければならない。

「希望する職員の全てに活用さ
せなければならない」は誤り。
可能な限り活用させるよう努め
れば足りる。ただし、特に、育
児や介護を行う職員からの希望
については、できる限り希望ど
おり対応するよう配慮する。 ×
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2幹部の役割
リカバリー教養

005 無線機の亡失を認知した場合
は、部外者に無線を傍受される
ことを早急に防止するため、直
ちに探し、見つからない段階で
報告する。

「直ちに探し、見つからない段
階で報告する」は誤り。亡失を
認知した段階で直ちに報告し、
無力化措置等をとる。

×

006 街頭における職務質問時に、被
質問者から「スマートフォンで
録画する」と言われた場合は、
録画は違法であるからやめるよ
う警告し、やめない場合は、ス
マートフォンを取り上げる。

街頭における録画を強制的にや
めさせる法的根拠はない。不適
切とのそしりを受けないような
言葉づかいで臨むほか、必要に
応じて応援を求める。

×

指導監督・教養

007 若手警察官が作成した書類につ
いては、専務係の指導担当者が
内容を点検・添削するなどし
て、個別指導を行うことが効果
的である。

若手警察官の中には書類作成に
苦手意識を持つ者が少なくな
い。

○

008 失敗した場合でも、上司の指示
を受けるまでもなく、担当者に
おいて適切な措置を講じること
により対処できるときは、上司
への報告を要しないことを教養
する。

「上司への報告を要しないこと
を教養する」は誤り。枝文のよ
うなときでも、対処後速やかに
対処状況について上司に報告す
る。

×

総務・警務
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基礎編
標準編
発展編



1総務・警務・管理
変容する日本社会に対応するための警察運営

001 第一線において即時に事案に対
処しなければならない職員の職
務執行を支援するため、職員か
らの相談・照会に直ちに応じる
窓口を警察本部に設けるなど、
職員のニーズに沿った形で相
談・照会体制の整備・拡充を図
る。

また、職員から警察本部に寄せ
られた相談・照会内容を踏まえ
てマニュアルの整備・改定をし
たり、当該相談・照会内容を検
索可能な形で共有したりするな
ど、現場を支えるサポート体制
の充実を図る。

○

002 就職適齢人口が減少する中で、
優秀な人材を獲得し、維持する
ためには、業務の効率性を犠牲
にしてでも、超過勤務の縮減や
休暇取得の促進を推進するな
ど、働きやすい職場環境の形成
を図る。

「業務の効率性を犠牲にしてで
も」は誤り。職場環境を働きや
すいものにするためには、業務
を効率的に推進し、最大限の効
果を上げるという業務運営上の
観点も必要不可欠である。

×

ワークライフバランスの推進

003 両立支援制度を利用したことに
より職員が昇任・昇格に不利益
を被ることはないことを周知す
る。

また、子育てや介護に従事する
職員に対し、希望する働き方や
両立支援制度の利用希望等につ
いて積極的に聴取する。 ○

004 女性警察官の職域は、女性が
その個性と能力を十分に発揮で
きる分野に限定するべきであ
る。

女性の能力や特性をいかした分
野のほか、暴力団対策、警衛、
警護等の分野を含めた全ての分
野に拡大している。 ×

005 育児休業を取得した職員に対し
ては、休業前に面談を行い、キ
ャリアプラン等に対する不安の
払拭に努めるほか、休業中は本
人の要望に応じて、定期的な連
絡を実施する。

また、復帰時期が近づいた際に
は、面談等により復帰後の勤務
の希望を聴取するなどして、円
滑な職場復帰をサポートする。

○
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2幹部の役割
リカバリー教養

006 若手警察官は、失敗に対して誤
った経験則、知識に基づいて対
処することが多いため、誤りや
すい対処事例を具体的に示して
誤りを認識させた上で、正しい
対処方法を教示する。

枝文は中高年職員等に対する説
明である。若手警察官は、失敗
経験が少なく失敗自体をイメー
ジしにくいため、実際に起こ得
る失敗例を示し、対処方法を具
体的に教示する。 ×

007 証拠品を破損（汚損）した場合
は、代替品を用意して、破損
（汚損）した証拠品は廃棄する。

証拠品に代替品はあり得ない。
直ちに上司に破損（汚損）した
経緯を報告する。

×

指導監督・教養

008 部下の指導の基本は、部下一
人一人と公平に接し、公平に扱
うことであるから、他より能力
が劣る部下に対しても、重点的
に指導することなく、他の部下
と同様の指導を行う。

能力に個人差があることは当然
であり、他より能力が劣る部下
を重点的に指導して実務能力の
向上を図ることは、合理的な取
扱いであって公平性を欠くもの
ではない。 ×

009 若手警察官は、将来的に警察
組織の中枢を担う存在であるか
ら、早い段階から効果的な指導
教養を行い、優秀な人材に育成
する。

若手警察官に対しては、ロール
プレイング方式による実戦的総
合訓練を実施するなど、実務に
直結する指導教養を行う。

○

3受傷事故防止
警察活動時の殉職・受傷事故の防止

010 交番等は、平素から内外の整理
整頓を行うとともに、勤務員が
帰所した際には、施設の周囲に
ついて、異常の有無を確認す
る。

また、襲撃された場合に備え、
平素から各種装備資機材の点
検と使用方法の習熟を図り、各
交番等の構造に合わせた効果的
な配置に努める。 ○

総務・警務
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